
85

1．はじめに
　紺谷は 1986-1997 年にかけてアンカラ大学に留学し
た。その際、キュルテペ（Kültepe）遺跡の発掘を率
い て き た タ フ シ ン・ オ ズ ギ ュ ッ チ（Tahsin 
Özgüç）、クトゥル・エムレ（Kutlu Emre）に師事
し、同遺跡の調査に参加してきた。帰国後、アンカラ
大学大学院で同僚であったフィクリ・クラックオウル

（Fikri Kulakoğlu）（2006 年からキュルテペ遺跡発掘
隊長）と紺谷との間で、カイセリ（Kayseri）県内で
の考古学調査の実施についての計画が話し合われた。
そこで紺谷は日本人研究者を中心に調査チームを組織
し、まずはカイセリ県内の遺跡情報を整備する踏査を
行うこととした。この調査を、トルコ共和国カイセリ
県遺跡調査プロジェクト（Kayseri Arkeolojik Yüzey 
Araştırması Projesi: 以下 KAYAP）と名付け、2008
年から遺跡踏査を開始した。KAYAP は 2013 年まで
6 シーズンにわたって実施され、124 の遺跡を記録し
た。
　KAYAP による所見の一つに、キュルテペ遺跡及び
カイセリ県内では明確ではなかった銅石器時代の資料
を一定数確認できたことがある。そこで 2015 年から
はキュルテペ遺跡において、キュルテペ遺跡の起源と
その発展過程を探ることを目的とする発掘調査を開始
した。その結果、これまでのキュルテペ遺跡の発掘で
は地下水の影響でアプローチできなかった、銅石器時
代の層位の存在を有望視できるようになった。
　本特集では、KAYAP の成果と現在進行中である
キュルテペ遺跡北トレンチの発掘調査で得られた所見
を報告する。

2．KAYAP以前のカイセリ県における考古学調査
　カイセリ県における科学的な考古学調査は、粘土板
文書の発見をきっかけとするキュルテペ遺跡の発掘調
査に始まったことはよく知られているところである。
タフシン・オズギュッチが率いたアンカラ大学による
発掘調査は 1948 年に始まり、クトゥル・エムレ、
フィクリ・クラックオウルに引き継がれ、現在まで続
いている。
　カイセリ県における地域的な調査の嚆矢としては、

1947 年のアンカラ大学によるエルジエス（Erciyes）
山南麓の調査が挙げられる。そこではフラクティン遺
跡（Fraktin Höyük, KAYAP 登録遺跡番号 09-03）
の発掘とヒッタイト時代の岩壁浮彫りの分布調査が実
施 さ れ た（Özgüç 1948a, 1948b）。 そ の 後 T. オ ズ
ギュッチと K. エムレは、キュルテペ遺跡の東側で、
クルル（Kululu, KAYAP 13-12）、スルタンハヌ

（Sultanhanı ,  KAYAP 08-03）、 ヤ ッ ス ダ ー
（Yassıdağı, KAYAP 08-02） の 発 掘 調 査 を 行 っ た
（Özgüç 1971）。1980 年代に入り、K. エムレは東カッ
パ ド キ ア 踏 査 プ ロ ジ ェ ク ト（Doğu Kapadokya 
Araştırma Projesi、1987-1989 年）を組織し、ヒッ
タイトの未完成岩壁碑文の探索を行った。またこの調
査の行程で訪れたカラクユ（Karakuyu, KAYAP 12-
12）においてヒッタイト時代のダムを発見し、発掘調
査を行った（Emre 1993）。これまでの調査で確認さ
れた遺跡は紀元前 3 千年紀以降のものであったが、こ
の東カッパドキア・プロジェクトにおいて、カイセリ
県東端部で銅石器時代と思われる土器が採取されてい
る（Yıldırım 1998）。A. S. ギュネリ（Güneri）は
1985 年に中央アナトリア遺丘調査（Orta Anadolu 
Höyükleri Projesi） を 開 始 し、 コ ン ヤ（Konya）
県、アンカラ（Ankara）県に続き、1998 年、プロ
ジェクトの最後のシーズンにカイセリ県を踏査してい
る（Güneri 2005）。このプロジェクトは紀元前 2 千
年紀をターゲットとし、特にキュルテペ遺跡のような
カールムのある都市遺跡の探索を狙いとしていた。カ
イセリ県では 2 つの遺跡について、遺丘の大きさと土
器の類似から、キュルテペ遺跡のような交易都市で
あった可能性を指摘している（Güneri 2005: 85）。
2002-2006 年にはチュクロヴァ大学がキッズワトナ調
査（Kizzuwatna Araştırmaları）と称するカッパド
キア地方とキリキア地方の遺跡踏査を実施した。この
調査は古代キッズワトナ王国の範囲を精査することを
目的とし、アダナ（Adana）県北半からカイセリ県
南半（サルズ［Sarız］、デヴェリ［Develi］、ヤフヤ
ル［Yahyalı］）の範囲が踏査された（Girginer et al. 
2008）。また日本の中近東文化センター附属アナトリ
ア考古学研究所は、カマン・カレホユック（Kaman 
Kalehöyük）遺跡、ビュクリュカレ（Büklükale）遺
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跡、ヤッスホユック（Yassıhöyük）遺跡の発掘と並
行して、1986 年から現在に至るまで中央アナトリア
全域で遺跡踏査を継続し、これまで約 1500 件の遺跡
を記録している。1988-1990 年のシーズンにカイセリ
県の西半で踏査を行っている（Mori and Omura 
1990; Omura 1991, 1992）。

3．KAYAPの目的と成果
　トルコ共和国における遺跡踏査は全国で膨大な件数
が行われているが、カイセリ県内での踏査はそれほど
多くはない。しかも調査範囲に関しては、そもそもカ
イセリ県を中心に据えたものはなく、カイセリ県周辺
の踏査の中で、一部カイセリ県にも範囲が及ぶという
ものであった。また調査課題は主に紀元前 2 千年紀の
交通路の再検討や、ヒッタイトの勢力範囲の追跡と
いった特定のテーマに限定されたものであった。した
がってカイセリ県における遺跡情報は、目的や方法が
異なる複数の調査の部分的な情報をつなぎ合わせるよ
うな状態であった。
　そこで KAYAP では、踏査エリアをカイセリ県全
域に設定し、先行研究による踏査遺跡も再度訪れなが
ら、一貫したデータを取得し、カイセリ県における考
古学的情報を整備することを第一の目的とした。第二
に、KAYAP による一貫したデータに基づき、カイセ
リ県のセトルメント・パターンの変遷を観察するこ
と、そして最後に、キュルテペ遺跡が中期青銅器時代
にメソポタミアなど周辺地域との国際交易拠点都市カ
ニシュ（Kanesh）として繁栄した背景を探ることを
目指した。
　冒頭にも述べたとおり、2008-2013 年の 6 シーズン
でカイセリ県全域を踏査し、124 の遺跡を記録した。
本特集、須藤の論考では KAYAP による主な調査成
果について報告されている。一つはカイセリ県内にお
ける遺跡数の変化を確認したことである。特に、キュ
ルテペ遺跡などの交易都市が栄えたはずの中期青銅器
時代に遺跡数が減る現象を観察したことは、キュルテ
ペ遺跡の都市化を探る上でも、今後その背景をより詳
しく追求していく必要がある。次にカイセリ県内では
これまで明確に存在が確認されていなかった銅石器時
代の遺跡を複数確認したことである。そして三つ目と
してキュルテペ遺跡と KAYAP 踏査遺跡において南
東アナトリア産と思われるカナアン石刃について報告
された。従来知られていたカナアン石刃の分布範囲を
超える地域での発見は、前期青銅器時代における地域
間交流のあり方を考察する新たな視点を提供したと言
える。

4．キュルテペ遺跡北トレンチの発掘
　KAYAP において、カイセリ県内に銅石器時代の遺
跡の存在が明らかとなったことから、キュルテペ遺跡
の成立を探るべく、F. クラックオウルと紺谷はキュ
ルテペ遺跡遺丘部の北辺において、2015 年から発掘
調査を開始した。この発掘調査の目的は、キュルテペ
遺跡遺丘部での、住民の活動域の範囲を探ることと、
これまでの数十年に及ぶ同遺跡の調査では地下水の湧
出などにより十分な発掘調査が及んでいなかった前期
青銅器時代前半以前の層位の確実な検出を目指し、
キュルテペ遺跡の成立当初の状況を探ることである。
　KAYAP で採集した土器片の中に器面の内外面がそ
れぞれ赤色と黒色の明瞭なコントラストをなす特徴的
な磨研土器＝赤黒土器を一定数確認した。これについ
て中央・北東・南東アナトリアでの報告例との型式学
的比較や土器片胎土中の炭化物による年代測定によ
り、銅石器時代に比定できる見通しを得ていた。山口
論考では、2015 年からのキュルテペ北トレンチでの
発掘により、赤黒土器の出現から消滅に至る経緯を層
位的に捉えることが可能となり、またこのことにより
周辺諸地域との関係性の変化についても議論できる可
能性を示した。
　キュルテペ遺跡の遺丘部中央におけるアンカラ大学
による近年の発掘調査で、前期青銅器時代Ⅲ期の初頭
にあたる第 13 層で大型公共建築物が確認された

（Kulakoğlu et al. 2013; Kulakoğlu 2015, 2017）。ま
たメソポタミアとの交流関係を示唆する円筒印章が捺
された封泥も発見された（Kulakoğlu and Öztürk 
2015）。これらのことから、キュルテペ遺跡はアッシ
リア・コロニー時代に先立って、前期青銅器時代から
都市的な拠点集落となっていた可能性が高い。下釜論
考はキュルテペ遺跡北トレンチの前期青銅器時代層の
土器を定量的・層位的に分析し、土器の製法の変遷と
キュルテペ遺跡の都市化について論じた。

5．地理学的調査
　考古学的調査と合わせて、カイセリ県の自然地理的
な背景を評価するための調査も実施した。カイセリ県
の精細な地形図の作成や水系を精査し、地形学的に四
つのエリアに分類したことは一つの成果である。この
地形学的な評価と遺跡分布の関係については、今後検
討すべきテーマである（本特集須藤論考参照）。地理
調査を担当した早川は、本特集論考で、キュルテペ遺
跡の立地について、自然地理的に説明した。さらに、
紀元前 4 千年紀に巨大な都市遺跡が発達した北メソポ
タミアと、キュルテペ遺跡の立地するカイセリ盆地の
地形学的な特徴を、数量的に示した。そこでは平坦で
ジオ多様性（地形、地質、土壌など非生物事象の多様
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性）に乏しい北メソポタミアと、起伏が激しくジオ多
様性に富むカイセリ盆地という特徴が明瞭に示され
た。自然地理環境の大きく異なる地域での都市の成立
のメカニズムを比較・検討する上で、大いに考慮すべ
き分析である。

6．キュルテペの都市性
　キュルテペ遺跡は中期青銅器時代のアッシリア・コ
ロニー時代だけではなく、前期青銅器時代から、カイ
セリ地域の拠点都市として突出した存在であったこと
が明らかになりつつある。しかしこれまで明らかに
なっていた遺跡の範囲からすると、メソポタミアに匹
敵するような巨大都市の規模ではない。この点につい
て本特集紺谷・クラックオウル論考では、最近の
GPR 探査の結果などから、キュルテペ遺跡は現在露
出しているよりも遥かに広く、最大 300 ha を超える
巨大都市であった可能性を示した。キュルテペ遺跡周
辺に巨大都市人口を賄える広い農地は確保しにくく、
また河川交通も発達しにくい。紺谷・クラックオウル
は紀元前 2 千年紀に巨大都市に発達したキュルテペの
穀物供給源として、カイセリ県北西のボアズリヤン

（Boğazlıyan）平原を候補として挙げている。また近
年カイセリ県内で発見されたスズ採掘遺跡を取り上
げ、キュルテペの都市化の背景を穀物生産力以外の部
分に求めようとしている。

7．おわりに
　以上、本特集の論考はキュルテペ遺跡にまつわるこ
れまでの調査成果の一部を論じたものである。仮説的
な部分も多いが、現在進めている発掘調査による層位
的なデータで検証されていくことが期待される。本特
集が、キュルテペ遺跡に関する幅広い議論の契機とな
れば幸いである。
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